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浅野川大橋（石川県）

金沢市の中心部を流れる浅野川に美
しい3連アーチを描いて架かる浅野
川大橋。加賀藩初代藩主前田利家に
よって架けられたのが始まりとされ
ています。
現在の橋は1922年に建造されたも
ので、長さ55ｍのコンクリート製。
大正ロマンを感じさせる姿で人気の
撮影スポットとなっています。2000
年に国の登録有形文化財に指定され
ました。
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Ⅰ　

脳
血
管
疾
患
の

　
　

外
科
的
治
療
法

　
脳
血
管
疾
患
に
対
す
る
外
科
的
治
療
の
う
ち
、

脳
血
管（
主
に
動
脈
）
に
対
す
る
手
術
に
は
、皮

膚
を
切
開
し
て
血
管
外
か
ら
病
変
部
に
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
手
術
と
、
皮
膚
を
切
開
し
な
い
で
カ

テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
血
管
内
か
ら
病
変
部
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
手
術
が
あ
り
、
後
者
が
脳
血
管

内
治
療
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

Ⅱ　

血
管
外
か
ら
の
ア
プ
ロ

　
　

ー
チ
の
代
表
的
な
手
術

１　
脳
動
脈
瘤
頸
部
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
（
Ｋ
１
７

７
）

　
脳
動
脈
瘤
は
破
裂
す
る
と
く
も
膜
下
出
血
を

生
じ
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
膨
ら
ん
だ
瘤
の
先

端
部
分
が
破
裂
し
ま
す
。
脳
動
脈
瘤
頸
部
ク
リ

ッ
ピ
ン
グ
術
は
動
脈
瘤
頸
部
を
外
側
か
ら
ク
リ

ッ
プ
で
挟
ん
で
、
破
裂
し
た
（
も
し
く
は
破
裂

す
る
可
能
性
の
あ
る
）
先
端
部
分
へ
の
血
流
を

遮
断
す
る
手
術
で
す
。

２　
頭
蓋
外
―
内
動
脈
吻
合
術
（
Ｋ
６
１
０
動

脈
形
成
術
、
吻
合
術 

１ 

頭
蓋
内
動
脈
）

　
頸
部
や
頭
蓋
内
の
脳
動
脈
が
高
度
に
狭
窄
ま

た
は
閉
塞
し
て
そ
の
先
の
脳
血
流
が
減
少
す
る

と
、
脳
梗
塞
や
一
過
性
脳
虚
血
発
作
を
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
狭
窄
・
閉
塞
部
分
を
再
開

通
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
遠
位
部

の
脳
動
脈
と
頭
蓋
外
動
脈
を
吻
合
し
て
、
頭
蓋

外
動
脈
か
ら
の
血
流
で
脳
血
流
を
増
加
さ
せ
る

手
術
で
す
。
動
脈
硬
化
症
に
よ
る
内
頸
・
中
大

脳
動
脈
の
狭
窄
・
閉
塞
、
も
や
も
や
病
な
ど
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

３　
頸
部
内
頸
動
脈
血
栓
内
膜
摘
出
術
（
Ｋ
６

０
９
動
脈
血
栓
内
膜
摘
出
術 

２ 

内
頸
動

脈
）

　
総
頸
動
脈
が
内
頸
動
脈
と
外
頸
動
脈
に
分
岐

す
る
部
位
の
内
頸
動
脈
起
始
部
に
壁
肥
厚
が
生

じ
る
こ
と
が
多
く
、
狭
窄
を
来
し
ま
す
。
頸
部

で
皮
膚
切
開
し
て
内
頸
動
脈
を
露
出
し
、
動
脈

を
切
開
し
て
肥
厚
内
膜
や
血
栓
を
切
除
す
る
手

術
で
す
。

Ⅲ　

血
管
内
か
ら
の
ア
プ
ロ

　
　

ー
チ
＝
脳
血
管
内
治
療

　
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
っ
て
血
管
内
腔
か
ら
病
巣

部
ま
で
到
達
し
、
治
療
を
行
う
の
が
脳
血
管
内

治
療
で
す
。
通
常
は
大
腿
動
脈
穿
刺
に
よ
っ
て

留
置
し
た
シ
ー
ス
内
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
進
め
、

遠
隔
操
作
に
よ
っ
て
手
術
を
行
い
ま
す
。
頭
蓋

内
動
脈
に
お
け
る
手
術
で
は
、
親
カ
テ
ー
テ
ル

の
内
腔
に
マ
イ
ク
ロ
カ
テ
ー
テ
ル
を
進
め
て
病

巣
部
へ
到
達
さ
せ
手
術
を
行
い
ま
す
。
手
技
、

医
療
材
料
の
進
歩
に
よ
り
、
近
年
は
飛
躍
的
に

治
療
成
績
が
向
上
し
、
メ
ス
を
使
用
す
る
手
術

か
ら
血
管
内
治
療
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
疾
患
も

あ
り
ま
す
。
１
９
８
２
年
に
日
本
脳
神
経
血
管

内
治
療
学
会
が
発
足
し
、
２
０
２
０
年
に
は
第

36
回
学
術
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
医
科
点
数
表
の
解
釈
に
お
け
る
脳
血
管
内
手

術
（
Ｋ
１
７
８
）
と
は
「
脳
動
脈
瘤
、
脳
動
静

脈
奇
形
等
の
脳
血
管
異
常
に
対
し
て
、
血
管
内

手
術
用
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
手
術
を
行
っ
た

場
合
に
算
定
す
る
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
他
の
疾
患
に
も
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
用
し
て

医療法人泰庸会 新潟脳外科病院 院長補佐 兼 教育センター長

脳血管内治療の実態と
保険診療上の問題点

竹内 茂和
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医療の現場と保険診療

脳動脈瘤頸部クリッピング術
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血
管
の
内
腔
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
治
療
す
る

方
法
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
脳
血
管
内
治

療
と
い
い
ま
す
。

　
保
険
診
療
上
の
開
頭
手
術
と
の
大
き
な
違
い

は
、
脳
血
管
内
治
療
に
は
試
験
開
頭
術
（
Ｋ
１

４
８
）
と
同
様
な
手
技
料
の
設
定
が
な
い
こ
と

で
す
。
開
頭
術
で
脳
動
脈
瘤
頸
部
ク
リ
ッ
ピ
ン

グ
術
を
予
定
し
て
開
頭
し
た
が
、
何
ら
か
の
理

由
で
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
手
技
料
を
試
験
開
頭
術
と
し
て
請
求
し
、

使
用
し
た
医
療
材
料
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
脳
血
管
内
治
療
で

は
途
中
ま
で
行
っ
た
手
技
に
対
す
る
適
切
な
請

求
項
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
下
に
代
表
的
な
疾
患
や
治
療
法
を
取
り
上

げ
、
治
療
が
困
難
な
事
例
に
つ
い
て
解
説
し
ま

す
。

１　
脳
血
管
内
手
術
（
Ｋ
１
７
８
）

⑴ 

脳
動
脈
瘤
の
治
療

　

脳
動
脈
瘤
頸
部
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
（
Ｋ
１
７

７
）
が
脳
動
脈
瘤
頸
部
を
外
側
か
ら
遮
断
す
る

の
に
対
し
、
脳
動
脈
瘤
内
に
コ
イ
ル
と
呼
ば
れ

る
プ
ラ
チ
ナ
製
の
細
い
針
金
を
充
填
さ
せ
る
こ

と
で
脳
動
脈
瘤
内
に
血
流
が
行
か
な
い
よ
う
に

し
て
破
裂
を
防
ぐ
治
療
で
す
。
局
所
麻
酔
下
で

も
行
え
ま
す
が
、
全
身
麻
酔
下
で
行
う
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
頭
を
開
け
な
い
の
で
、
開
頭

術
よ
り
安
全
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
術
中
破

裂
や
脳
梗
塞
の
危
険
性
は
存
在
し
、
決
し
て
常

に
開
頭
術
よ
り
安
全
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
脳
動
脈
瘤
の
部
位
・
大
き
さ
・
形
状
に
よ

っ
て
は
開
頭
・
脳
動
脈
瘤
頸
部
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ

術
の
方
が
良
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
脳
動
脈
瘤
近
傍
に
置
い
た
親
カ
テ
ー

テ
ル
内
に
マ
イ
ク
ロ
カ
テ
ー
テ
ル
を
進

め
、
脳
動
脈
瘤
内
に
留
置
し
た
マ
イ
ク

ロ
カ
テ
ー
テ
ル
を
通
し
て
離
脱
型
コ
イ

ル
を
充
填
し
ま
す
。
十
分
な
充
填
を
し

な
い
と
、
破
裂
予
防
効
果
が
な
い
た
め
、

脳
動
脈
瘤
の
大
き
さ
に
よ
り
コ
イ
ル
は

数
本
〜
十
数
本
必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
マ
イ
ク
ロ
カ
テ
ー
テ
ル
を
目
的
の
部

位
に
進
め
る
前
段
階
と
し
て
、
親
カ
テ

ー
テ
ル
を
脳
動
脈
瘤
手
前
ま
で
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
途
中
の
動
脈
が

屈
曲
・
蛇
行
し
て
い
る
場
合
に
は
、
特

殊
な
カ
テ
ー
テ
ル
に
変
更
し
た
り
、
親

カ
テ
ー
テ
ル
よ
り
細
径
の
中
間
カ
テ
ー

テ
ル
を
用
い
て
２

－

３
重
構
造
と
し
て

目
的
の
部
位
ま
で
進
め
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
親
カ
テ
ー
テ
ル
の
先
端

位
置
が
適
切
で
な
い
と
、
マ
イ
ク
ロ
カ

テ
ー
テ
ル
の
支
え
と
し
て
の
機
能
が
弱

く
な
り
、
コ
イ
ル
を
適
切
な
位
置
に
充

填
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ

ク
ロ
カ
テ
ー
テ
ル
を
脳
動
脈
瘤
内
に
留
置
す
る

た
め
に
、
先
端
を
曲
げ
て
使
用
す
る
こ
と
や
、

形
状
の
異
な
る
マ
イ
ク
ロ
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー
を

数
種
類
必
要
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
マ
イ
ク
ロ
カ
テ
ー
テ
ル
が
瘤
内
に
安
定
し
て

留
ま
ら
な
い
時
や
、
後
述
す
る
バ
ル
ー
ン
や
ス

テ
ン
ト
を
用
い
て
も
コ
イ
ル
を
脳
動
脈
瘤
内
に

収
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
動
脈
瘤
近

傍
の
分
枝
動
脈
狭
窄
を
来
し
た
り
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
、
コ
イ
ル
留
置
を
断
念
し
回
収

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
脳
動
脈
瘤
頸
部
が
比
較
的
大
き
い
場
合
（
ワ

イ
ド
ネ
ッ
ク
）
に
は
、
コ
イ
ル
充
填
中
に
コ
イ

ル
の
一
部
が
脳
動
脈
瘤
か
ら
親
動
脈
側
に
出
て

き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ

た
め
に
、
親
動
脈
内
に
留
置
し
た
バ
ル
ー
ン
カ

テ
ー
テ
ル
で
コ
イ
ル
の
逸
脱
を
抑
え
た
り
、
ス

テ
ン
ト
（
金
網
状
の
筒
）
を
脳
動
脈
瘤
頸
部
の

親
動
脈
に
留
置
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ス
テ

ン
ト
使
用
対
象
は
未
破
裂
脳
動
脈
瘤
に
限
定
さ

れ
、
原
則
１
本
の
使
用
と
な
り
ま
す
が
、
症
例

に
よ
っ
て
は
２
本
以
上
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ス
テ
ン
ト
を
破
裂
嚢
状
脳
動
脈
瘤
や
破
裂

解
離
性
脳
動
脈
瘤
で
使
用
し
た
い
時
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
破
裂
急
性
期
で
は
対
象
外
患

コイル塞栓術前 コイル塞栓術後
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者
と
な
り
ま
す
。
ス
テ
ン
ト
は
添
付
文
書
中
の

使
用
目
的
と
し
て
「
コ
イ
ル
塞
栓
術
時
の
コ
イ

ル
塊
の
親
動
脈
へ
の
突
出
、
逸
脱
を
防
ぐ
た
め

に
使
用
さ
れ
る
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
コ
イ

ル
塞
栓
術
を
行
う
際
の
補
助
的
な
位
置
づ
け
で

す
。

　
ワ
イ
ド
ネ
ッ
ク
型
の
内
頸
動
脈
瘤
に
対
し
て

は
網
目
の
細
か
な
フ
ロ
ー
ダ
イ
バ
ー
タ
ー
と
い

う
ス
テ
ン
ト
を
留
置
す
る
だ
け
の
治
療
法
が
あ

り
ま
す
。
フ
ロ
ー
ダ
イ
バ
ー
タ
ー
ス
テ
ン
ト
は

施
設
・
術
者
限
定
と
な
っ
て
お
り
、「
複
数
留
置

す
る
と
、
虚
血
性
合
併
症
の
リ
ス
ク
が
増
加
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
」
こ
と
か
ら
、
原
則
、
１
回

の
手
術
で
１
個
を
限
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

医
学
的
な
必
要
性
か
ら
２
個
以
上
使
用
す
る
場

合
は
、
そ
の
理
由
を
診
療
報
酬
明
細
書
の
摘
要

欄
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑵ 

脳
動
静
脈
奇
形
の
治
療

　
脳
動
静
脈
奇
形
と
は
毛
細
血
管
で
は
な
い
異

常
血
管
に
よ
り
動
脈
と
静
脈
が
短
絡
し
て
い
る

血
管
奇
形
で
、
破
裂
す
る
と
脳
出
血
や
く
も
膜

下
出
血
を
生
じ
ま
す
。
治
療
法
は
開
頭
・
摘
出

術
、
カ
テ
ー
テ
ル
使
用
に
よ
る
塞
栓
術
、
定
位

放
射
線
治
療
の
３
つ
が
あ
り
、
各
々
の
単
独
も

し
く
は
組
み
合
わ
せ
で
治
療
さ
れ
ま
す
。
前
述

の
と
お
り
、
脳
血
管
内
手
術
は
「
脳
動
脈
瘤
、

脳
動
静
脈
奇
形
等
の
脳
血
管
異
常
に
対
し
て
」

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
脳
動
静
脈
奇
形
も
脳

血
管
内
手
術
の
対
象
で
す
。
脳
動
静
脈
奇
形
に

対
す
る
液
体
塞
栓
物
質
と
し
て
10
年
前
か
ら
導

入
さ
れ
た
の
が
Ｏ
Ｎ
Ｙ
Ｘ
（
オ
ニ
キ
ス
）
液
体

塞
栓
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｄ
（
中
心
循
環
系
血
管
内
塞

栓
促
進
用
補
綴
材
）
で
、
瞬
時
に
は
固
ま
ら
な

い
た
め
シ
ア
ノ
ア
ク
リ
レ
ー
ト
系
薬
剤

（n-butyl-2-cyanoacrylate

：
Ｎ
Ｂ
Ｃ
Ａ
）

よ
り
扱
い
や
す
い
の
で
す
が
、「
外
科
手
術
以
外

で
は
治
療
困
難
な
脳
動
静
脈
奇
形
の
外
科
的
摘

出
術
に
際
し
、
術
前
塞
栓
術
が
必
要
な
場
合
に

そ
の
塞
栓
物
質
と
し
て
使
用
す
る
。
ま
た
、
経

静
脈
的
塞
栓
術
等
で
は
十
分
に
治
療
目
的
を
達

成
す
る
こ
と
が
困
難
な
硬
膜
動
静
脈
瘻
に
対
す

る
塞
栓
物
質
と
し
て
血
管
塞
栓
術
に
て
使
用
す

る
。」
と
い
う
使
用
目
的
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
オ
ニ
キ
ス
の
み
を
使
用
し
た
場
合
に
は
脳

血
管
内
手
術
（
Ｋ
１
７
８
）
で
は
な
く
、
血
管

塞
栓
術
（
Ｋ
６
１
５ 

血
管
塞
栓
術
（
頭
部
、胸

腔
、腹
腔
内
血
管
等
）
３ 

そ
の
他
の
も
の
）
で

請
求
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
脳
動
静
脈
奇
形
の
塞
栓
術
で
は
、
流
入
動
脈

に
マ
イ
ク
ロ
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
て
も
、
そ

の
動
脈
が
奇
形
以
外
に
正
常
脳
へ
血
液
を
送
っ

て
い
る
場
合
に
は
塞
栓
術
が
で
き
ま
せ
ん
。
奇

形
の
み
に
血
液
を
送
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部

位
ま
で
マ
イ
ク
ロ
カ
テ
ー
テ
ル
を
進
め
て
も
、

麻
酔
薬
注
入
に
よ
り
神
経
症
状
を
呈
す
る
場
合

に
は
塞
栓
術
は
行
え
ま
せ
ん
。
麻
酔
薬
注
入
テ

ス
ト
の
た
め
に
は
、
塞
栓
術
を
局
所
麻
酔
下
で

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２　
経
皮
的
脳
血
栓
回
収
術
（
Ｋ
１
７
８-

４
）

　
脳
梗
塞
急
性
期
治
療
と
し
て
組
織
プ
ラ
ス
ミ

ノ
ー
ゲ
ン
活
性
化
因
子
（
t-

Ｐ
Ａ
：
ア
ル
テ
プ

ラ
ー
ゼ
）
の
静
注
療
法
は
一
般
に
知
ら
れ
た
療

法
で
す
が
、
内
頸
・
中
大
脳
・
椎
骨
・
脳
底
動

脈
な
ど
の
大
き
な
動
脈
の
再
開
通
は
困
難
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
近
年
で
は
血
栓
を

カ
テ
ー
テ
ル
で
直
接
回
収
す
る
治
療
が
積
極
的

に
行
わ
れ
ま
す
。
対
象
疾
患
は
心
房
細
動
と
い

う
不
整
脈
の
あ
る
患
者
さ
ん
の
左
心
房
内
に
生

じ
た
血
栓
が
遊
離
し
て
脳
動
脈
を
閉
塞
し
て
し

ま
う
心
原
性
脳
塞
栓
症
が
大
部
分
で
す
。
以
前

は
開
頭
・
脳
動
脈
切
開
に
よ
り
血
栓
を
除
去
す

る
手
術（
Ｋ
１
６
４-

３ 

脳
血
管
塞
栓（
血
栓
）

摘
出
術
）
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、時

間
を
要
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
限
ら
れ
た
施
設
で

の
治
療
で
し
た
。
経
皮
的
脳
血
栓
回
収
術
は
局

所
麻
酔
下
で
行
い
、
血
栓
回
収
直
後
か
ら
症
状

が
劇
的
に
改
善
す
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
症
状
回
復
の
可
能
性
は
発
症
か
ら
動
脈

再
開
通
ま
で
の
時
間
が
短
い
ほ
ど
良
好
で
、
時

間
と
の
戦
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
患
者
さ
ん

が
一
刻
も
早
く
病
院
へ
来
る
こ
と
と
、
短
時
間

で
血
栓
回
収
で
き
る
院
内
で
の
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
現
在
使
用
さ
れ
る
血
栓
回
収
用
カ
テ
ー
テ
ル

は
、
血
栓
を
ス
テ
ン
ト
に
絡
め
て
回
収
す
る
ス

テ
ン
ト
型
と
、
血
栓
を
吸
引
す
る
吸
引
型
と
に

大
別
さ
れ
ま
す
。
1
種
類
の
カ
テ
ー
テ
ル
で
血

栓
が
十
分
に
回
収
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
、
２

－

３
種
類
を
使
用
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ス
テ
ン
ト
型
と
吸
引
型
カ
テ
ー

テ
ル
を
併
用
し
て
血
栓
回
収
を
行
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
治
療
の
対
象
患
者
さ
ん
は
高
齢
者
も
多

く
、
全
身
動
脈
に
強
い
動
脈
硬
化
を
伴
っ
て
い

る
こ
と
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
血
栓
回
収
用

カ
テ
ー
テ
ル
を
血
栓
部
位
ま
で
到
達
さ
せ
る
た

め
に
、
太
い
親
カ
テ
ー
テ
ル
を
内
頸
動
脈
や
椎

骨
動
脈
に
留
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
段

階
で
強
い
動
脈
硬
化
の
た
め
に
手
技
を
完
遂
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
血
栓
部
分

ま
で
回
収
用
カ
テ
ー
テ
ル
を
到
達
で
き
た
と
し

て
も
、
硬
い
な
ど
の
理
由
で
血
栓
を
回
収
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

３　
経
皮
的
頸
動
脈
ス
テ
ン
ト
留
置
術
（
Ｋ
６
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０
９-

２
）

　
頸
部
内
頸
動
脈
狭
窄
症
の
外
科
的
治
療
法
に

は
、
II
３
の
頸
部
内
頸
動
脈
血
栓
内
膜
摘
出
術

（
Ｋ
６
０
９ 
動
脈
血
栓
内
膜
摘
出
術 

２ 

内
頸

動
脈
）
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
で
は
狭
窄
部
に

ス
テ
ン
ト
を
留
置
し
て
動
脈
内
腔
を
拡
張
さ
せ

る
経
皮
的
頸
動
脈
ス
テ
ン
ト
留
置
術
（
Ｋ
６
０

９-

２
）
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
局
所
麻

酔
下
で
も
全
身
麻
酔
下
で
も
行
わ
れ
ま
す
。
総

頸
動
脈
が
内
頸
動
脈
と
外
頸
動
脈
に
分
岐
す
る

部
位
の
内
頸
動
脈
起
始
部
に
壁
肥
厚
が
生
じ
ま

す
。

　
狭
窄
部
に
ス
テ

ン
ト
を
留
置
し
て

拡
張
さ
せ
る
際
に
、

手
術
合
併
症
と
し

て
の
脳
梗
塞
が
生

じ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
狭

窄
部
の
肥
厚
内
膜

の
一
部
や
血
栓
な

ど
が
遠
位
の
脳
動

脈
へ
移
動
し
な
い

よ
う
な
防
止
策
が

必
須
で
、
内
頸
動

脈
の
順
行
性
血
流

を
止
め
る
か
、
遠

位
部
で
塞
栓
子
を

捉
え
る
網
目
状
の

フ
ィ
ル
タ
ー
が
必

要
で
す
。
内
頸
動

脈
順
行
性
血
流
停

止
の
方
法
と
し
て
、
総
頸
動
脈
の
バ
ル
ー
ン
ガ

イ
デ
ィ
ン
グ
カ
テ
ー
テ
ル
と
外
頸
動
脈
の
バ
ル

ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
で
両
動
脈
を
遮
断
す
る
こ
と

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
内
頸
動
脈
順
行

性
血
流
は
停
止
し
ま
す
の
で
、
長
時
間
停
止
で

き
る
場
合
に
は
、
そ
の
ま
ま
ス
テ
ン
ト
留
置
が

可
能
で
す
。
こ
の
場
合
に
は
内
頸
動
脈
中
枢
側

か
ら
の
逆
行
性
血
流
が
存
在
し
ま
す
の
で
、
総

頸
動
脈
の
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通

し
た
血
液
を
大
腿
静
脈
へ
還
流
さ
せ
る
回
路
を

作
成
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
短
時
間
で
内
頸

動
脈
血
流
の
再
開
が
必
要
な
例
で
は
、
血
流
を

止
め
な
い
網
目
状
の
フ
ィ
ル
タ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
を

狭
窄
部
の
遠
位
部
に
留
置
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
の
狭
窄
部

通
過
時
に
は
、
総
頸
・
外
頸
動
脈
を
バ
ル
ー
ン

カ
テ
ー
テ
ル
で
一
時
的
に
遮
断
し
、
内
頸
動
脈

順
行
性
血
流
を
停
止
さ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
テ
ン
ト
留
置
に
際
し
て
は
、
留
置
前
に
血

管
拡
張
用
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
で
狭
窄
部
を

拡
張
さ
せ（
前
拡
張
）、
ス
テ
ン
ト
留
置
後
に
も

前
拡
張
時
よ
り
大
き
な
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル

で
拡
張
を
行
い
ま
す（
後
拡
張
）。
ま
た
、
ス
テ

ン
ト
留
置
前
・
後
に
は
血
管
内
超
音
波
エ
コ
ー

で
内
腔
の
状
況
を
見
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
高
度
狭
窄
で
一
期
的
に
ス
テ
ン
ト
留
置
を
す

る
と
脳
血
流
が
増
え
す
ぎ
る
危
険
性
が
予
測
さ

れ
る
場
合
に
は
、
初
め
に
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ

ル
に
よ
る
血
管
拡
張
術
の
み
を
行
い
、
後
日
ス

テ
ン
ト
留
置
を
す
る
二
段
階
治
療
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

Ⅳ　

お
わ
り
に

　
脳
血
管
内
治
療
の
実
態
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
困
難
さ
や
決
し
て
型
通
り
に
い
か
な

い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
脳
血
管
内
治
療
で
は

開
頭
術
と
比
較
し
て
、
同
じ
疾
患
で
あ
っ
て
も

医
療
機
関
ご
と
・
症
例
ご
と
に
手
技
や
使
用
す

る
医
療
材
料
が
異
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、

審
査
上
の
難
点
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
医
療
材

料
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、
次
々
に
新
製
品
が

登
場
し
て
き
ま
す
の
で
、
審
査
す
る
側
も
進
歩

に
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
脳
血
管
内
治
療
は
今
後
益
々
発
展
し
て
い

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
診
療
報
酬
体
系
も
現

実
に
即
し
た
も
の
と
し
て
変
革
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

※
写
真
提
供
：
日
本
大
学
医
学
部
附
属
板
橋
病
院
脳
神

経
外
科

頸動脈ステント留置術前 頸動脈ステント留置術後

月刊基金 February 20215



社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
目
的

　
平
成
25
年
5
月
31
日
「
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律（
番
号
法
）」
が
公
布
さ
れ
、

平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
（
以
下
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
と
い

う
。）
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
目
的
は
主
に
次
の
3

つ
で
す
。
①
国
民
の
利
便
性
の
向
上
（
従
来
の

行
政
手
続
き
で
必
要
だ
っ
た
添
付
書
類
な
ど
の

削
減
及
び
様
々
な
行
政
機
関
サ
ー
ビ
ス
の
お
知

ら
せ
の
受
取
り
な
ど
）、②
行
政
の
効
率
化（
行

政
機
関
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
照
合
、

転
記
等
に
要
す
る
時
間
や
労
力
の
削
減
及
び
業

務
間
の
連
携
が
進
む
こ
と
に
よ
る
無
駄
の
削
減

な
ど
）、
③
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
（
税

や
社
会
保
障
の
負
担
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と
や

不
正
受
給
の
防
止
、
さ
ら
に
本
当
に
困
っ
て
い

る
方
へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援
な
ど
）
に
向
け

て
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
効

率
的
に
情
報
を
管
理
し
、
個
人
番
号
（
以
下

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と
い
う
。）
を
活
用
し
て
複

数
の
機
関
が
保
有
す
る
個
人
の
情
報
が
同
一
人

の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

医
療
保
険
者
等
向
け

中
間
サ
ー
バ
ー
等
※
の
概
要

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
利
用
し
て
、
地
方
公
共
団
体
等
の
外
部
機
関

が
保
有
し
て
い
る
各
分
野
の
情
報
を
、
国
が
運

営
す
る
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を

介
し
て
収
集
・
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　
医
療
保
険
者
等
向
け
中
間
サ
ー
バ
ー
等
（
以

下
「
中
間
サ
ー
バ
ー
」
と
い
う
。）
で
は
、
医

療
保
険
分
野
で
あ
る
加
入
者
の
資
格
情
報
、
給

付
情
報
等
を
保
有
し
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
利
用
し
、
外
部
機
関
か
ら
の
情
報
照
会
に
対

し
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
保
険
者
で
は
、
情
報
提
供
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
介
し
て
外
部
機
関
へ
の

住
民
票
情
報
や
税
情
報
等
の
照
会
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
保
険
者
に
お
け
る
中
間
サ
ー

バ
ー
の
具
体
的
利
用
と
し
て
、
検
認
（
被
扶
養

者
資
格
確
認
）
が
あ
り
ま
す
。
従
前
、
医
療

保
険
者
の
加
入
者
で
あ
る
被
保
険
者
（
本
人
）

は
、
事
業
主
を
経
由
し
医
療
保
険
者
に
対
し
、

検
認
に
必
要
な
被
扶
養
者
（
家
族
）
の
所
得
証

明
証
、
住
民
票
等
を
紙
媒
体
で
提
出
し
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
医
療
保

険
者
の
Ｐ
Ｃ
端
末
か
ら
各
自
治
体
へ
照
会
し
、

デ
ー
タ
と
し
て
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

※
情
報
連
携
の
対
象
と
な
る
個
人
情
報
を
副
本
と
し
て
保
有
・

管
理
し
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
介
し
て

医
療
保
険
者
情
報
の
授
受
の
仲
介
を
す
る
役
割
を
担
う
も

の
と
し
て
、
平
成
29
年
7
月
試
行
運
用
、
同
年
11
月
本
格

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

中
間
サ
ー
バ
ー
の
運
用
体
制

　

医
療
分
野
に
お
け
る
情
報
連
携
の
一
元
化
・

効
率
化
、
資
格
情
報
等
の
管
理
・
提
供
、
医
療

保
険
者
の
業
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
情

報
の
収
集
・
整
理
、
情
報
の
利
用
・
提
供
に
関

す
る
事
務
に
つ
い
て
医
療
保
険
者
か
ら
委
託
を

受
け
、
支
払
基
金
と
国
民
健
康
保
険
中
央
会
が

医
療
保
険
情
報
提
供
等
実
施
機
関
（
以
下
「
実

施
機
関
」
と
い
う
。）
を
設
置
し
、
共
同
運
用

し
て
い
ま
す
。

社会保障・税番号制度の
概要と医療保険者等向け
中間サーバー等の運用

特集
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１  

中
間
サ
ー
バ
ー
の
運
用

　
医
療
保
険
者
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
お
け
る
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
を
介
し
て
情
報
連
携
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
、
実
施
機
関
で
は
安
定
的
か
つ
効
率
的
な

運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
万
が
一
、
シ
ス
テ
ム
障
害
が
発
生
し
た
場
合

に
は
関
係
機
関
へ
の
報
告
や
状
況
説
明
が
迅
速

に
行
え
る
よ
う
、
運
用
保
守
事
業
者
と
の
連
携

訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
者
か
ら
の
要
望
等
に
対
応
す
る

こ
と
で
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

２  

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

　
中
間
サ
ー
バ
ー
は
個
人
情
報
を
保
有
し
て
い

る
た
め
、「
住
民
基
本
台
帳
法
」、「
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
法
」、「
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
」、「
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」、「
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程
」、「
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
」
に
基
づ
き
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
、
改

ざ
ん
等
の
防
止
の
徹
底
を
図
る
と
共
に
運
用
保

守
事
業
者
の
安
全
管
理
措
置
に
つ
い
て
適
正
に

管
理
し
業
務
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。

他府省
システム

地方公共団体
システム

地方公共団体
システム

社会保険オンライン

協会けんぽ

健康保険組合

国民健康保険組合

後期高齢者医療広域連合

共済組合
（国共済、地共済、私学共済）

労災システム

ハローワークシステム

社会保険オンライン
中間サーバー

ハローワークシステム
中間サーバー

労災システム
中間サーバー

住基ネット

中間サーバー等外部機関
医療保険者等
（約１700機関）

国民

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム

運用支援環境

中間サーバー
オンライン資格確認の
開始に伴い令和３年３
月から市町村国保が参
加（約1700 機関）

●マイナンバー制度の概要

●中間サーバーの関係機関

個人番号（マイナンバー）の利用分野

社
会
保
障
分
野

年金分野 ・年金の資格取得・確認、給付を受ける際に利用

労働分野 ・雇用保険等の資格取得・確認、給付を受ける際に利用　・ハローワーク等の事務等に利用

福祉・医療・その他分野
・医療保険等の保険料徴収等の医療保険者における手続に利用　　・生活保護の実施等に利用
・福祉分野の給付を受ける際に利用　　　　　　　　　　　　　　・低所得者対策の事務等に利用
・特定健診、保健指導に関する事務に利用　　　　　　　　　　　・予防接種に関する事務に利用

税分野 ・国民が税務当局に提出する確定申告書、届出書、調書等に記載　・当局の内部事務等に利用
・預金口座に付番し、税分野で利用

災害対策分野 ・被災者生活再建支援金の支給に関する事務に利用
・被災者台帳の作成に関する事務に利用

■ 法定される場合を除き、特定個人情報の収集・保管を禁止
■ 国民は、マイナポータルで、情報連携記録を確認
■ 個人番号の取扱いを監視・監督する個人情報保護委員会を設置
■ 特定個人情報ファイル保有前の特定個人情報保護評価を義務付け

上記の他、福祉、保健若しくは医療その他の社会保障、地方税又は防災に関する事務その他これらに類する事務であって条例
で定める事務に利用。

マイナンバーのキーワードは5つ。「マイナンバー」・「マイナンバーカード」・「法人番号」・「個人情報保護」・「情
報連携」です。社会保障・税制度の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性の高い公正な社会を実現する
ため、社会保障、税等の事務に利用され、さらにその効率を高めます。

■ �複数の機関間において、それぞれの機関ごとに個人番号やそれ以
外の番号を付して管理している同一人の情報を紐付けし、相互に
活用する仕組み

■ �市区町村長は、住民票コードを変換して得られる個人番号（12桁）
を指定し、本人に通知

■ �市区町村長は、申請により、顔写真付きの個人番号カードを交付
■ 個人番号カードは、本人確認や番号確認のために利用

■ �国税庁長官は、法人等に、法人番号（13桁）を指定し、通知
■ 法人番号は原則公開され、民間での自由な利用が可能

個人番号（マイナンバー）

個人番号カード

法人番号

個人情報保護

情報連携

出典：総務省個人番号企画室：マイナンバー制度入門編ｅラーニング研修資料『第 7章まとめ』より
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３  
中
間
サ
ー
バ
ー
の

   　
利
用
者
と
の
連
携

●
情
報
共
有
サ
イ
ト
（
専
用
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
）

　
総
務
省
が
運
営
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

関
す
る
情
報
共
有
の
場
と
し
て
、
地
方
公
共
団

体
、
医
療
保
険
者
等
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
Ｐ
Ｍ
Ｏ
（
専
用
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
）

　
実
施
機
関
が
運
営
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
関
す
る
法
改
正
の
情
報
、
中
間
サ
ー
バ
ー
の

シ
ス
テ
ム
仕
様
の
更
改
情
報
及
び
中
間
サ
ー

バ
ー
利
用
に
関
す
る
各
種
質
疑
応
答
な
ど
、
医

療
保
険
者
及
び
厚
生
労
働
省
へ
の
連
携
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

 

４  

医
療
保
険
者
へ
の

   　
運
営
負
担
金
等
の
取
扱
い

　
中
間
サ
ー
バ
ー
の
運
用
に
必
要
な
経
費
（
以

下
「
運
営
負
担
金
」
と
い
う
。）
は
医
療
保
険

者
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
運
営
負
担
金
は
原
則
、
月
次
で
請
求
し
ま
す

が
、
希
望
さ
れ
る
医
療
保
険
者
に
つ
い
て
は
年

次
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
運
営
負
担
金
の
他
に
医
療
保
険
者
が

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
（
以
下

「
Ｊ
―

Ｌ
Ｉ
Ｓ
」
と
い
う
。）
の
運
営
す
る
住
民

基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
へ
本
人
確

認
等
の
照
会
を
行
っ
た
際
に
生
じ
る
情
報
提
供

手
数
料
が
あ
り
ま
す
。
情
報
提
供
手
数
料
は
、

Ｊ
―

Ｌ
Ｉ
Ｓ
か
ら
支
払
基
金
へ
四
半
期
ご
と
に

請
求
さ
れ
ま
す
の
で
、
医
療
保
険
者
に
対
し
当

該
手
数
料
を
請
求
し
、
Ｊ
―

Ｌ
Ｉ
Ｓ
へ
支
払
っ

て
い
ま
す
。

 

５  

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等

   　
シ
ス
テ
ム
へ
の
連
携

　
令
和
3
年
3
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
資

格
確
認
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
中
間
サ
ー
バ
ー

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
へ
資

格
情
報
を
連
携
す
る
こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
し
医
療
機

関
へ
受
診
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

最
後
に

　
中
間
サ
ー
バ
ー
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を

支
え
る
重
要
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム

の
安
定
稼
働
が
、
医
療
保
険
者
を
は
じ
め
と
す

る
利
用
者
の
方
々
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
間
サ
ー
バ
ー
は
、
令
和
３
年
３
月

か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の

運
用
に
伴
い
、
令
和
2
年
6
月
に
オ
ン
プ
レ
ミ

ス
（
自
己
保
有
）
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
へ

移
行
し
運
用
し
て
い
ま
す
。　

　
今
後
も
実
施
機
関
と
し
て
「
運
用
コ
ス
ト
の

抑
制
」、「
シ
ス
テ
ム
の
安
定
稼
働
」
及
び
「
利

便
性
の
向
上
」
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

医療保険情報提供等実施機関

医
療
機
関
等

保険者

登録

統合専用端末

中間サーバー
オンライン

資格確認等システム

医療保険者等向け
中間サーバー等

機関別符号 副本情報

運用支援環境

紐づけ番号 加入者情報

紐づけ番号 加入者情報

マイナンバー

マイナンバー

副本情報

資格情報（履歴）
 ・資格取得日、喪失日 等
医療給付関係情報
 ・高額介護合算療養費情

報、出産育児一時金、傷
病手当金、埋葬料　等

加入者情報

基本情報
 ・氏名・住所・生年月日 等
資格情報
 ・保険者番号・記号番号
　被保険者枝番  等

●中間サーバーからオンライン資格確認等システムへの連携

8月刊基金 February 2021



知っておきたい
病気の豆知識
連載139回

医学の
はなし

　

感
染
性
胃
腸
炎
と
聞
い
て
ま
ず
頭
に
浮
か
ぶ

の
は
「
ど
の
範
囲
ま
で
を
含
む
の
？
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
と
い
う
の
は
現
在
で
は
、
こ
の
病

名
は
ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
、
寄
生
虫
に
よ
っ
て
起

こ
る
胃
腸
炎
の
総
称
で
す
が
、
か
つ
て
は
そ
の

多
く
が
ウ
イ
ル
ス
性
で
、
特
に
流
行
性
が
あ
る

も
の
を
指
す
傾
向
が
あ
り
、
小
児
科
領
域
で
は

意
識
的
に
細
菌
性
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
時
期

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　　

こ
ど
も
の
「
お
腹
壊
し
、
吐
き
下
し
」
の
病

名
は
年
代
と
と
も
に
呼
び
方
に
変
遷
が
あ
り
ま

す
。
乳
児
期
に
好
発
、
多
発
す
る
も
の
は
か
つ

て
乳
児
嘔
吐
下
痢
症
と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
で
し

た
。
米
の
と
ぎ
汁
様
の
白
色
水
様
便
が
特
徴
的

で
仮
性
コ
レ
ラ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
多
く
が
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
こ
の
呼
称
は
す
た
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

昔
は
症
状
と
便
性
と
流
行
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
情

報
を
も
と
に
診
断
し
て
い
ま
し
た
。
時
代
と
と

も
に
病
原
体
の
確
定
は
時
間
の
か
か
る
ウ
イ
ル

ス
分
離
培
養
か
ら
迅
速
抗
原
検
査
へ
と
移
り
、

そ
の
日
の
内
に
診
断
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
以
外
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
も
迅
速
診
断
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

治
療
の
基
本
は
、
回
復
を
早
め
る
目
的
で
可

能
な
限
り
ウ
イ
ル
ス
の
体
外
排
出
を
妨
げ
な
い

よ
う
に
下
痢
止
め
を
極
力
控
え
、
経
口
や
経
静

脈
的
に
水
分
、
電
解
質
の
補
充
を
行
う
こ
と
が

中
心
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
嘔
気
嘔
吐
が
激

し
い
場
合
は
制
吐
剤
や
鎮
静
剤
を
使
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
便
や
吐
物
な
ど
の
排
泄
物
の
適
切

な
処
理
や
汚
染
さ
れ
た
箇
所
の
消
毒
・
手
洗
い
、

そ
し
て
手
袋
使
用
で
感
染
拡
大
を
防
ぐ
努
力
も

重
要
で
す
。
現
在
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
は
予
防

接
種
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
も
の
は
キ
ャ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、

サ
ル
モ
ネ
ラ
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
で
、
便
性

は
血
液
や
粘
液
が
混
じ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

量
や
水
分
量
に
よ
っ
て
モ
ズ
ク
様
か
ら
鮮
血
便

そ
の
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
細
菌
性
で

は
腹
痛
、
下
痢
以
外
に
発
熱
も
伴
い
や
す
く
な

り
ま
す
。
血
液
検
査
で
の
多
く
は
白
血
球
が
増

加
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
で
は
減
少
も
見
ら
れ
、
Ｃ
Ｒ

Ｐ
の
上
昇
も
多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。
診
断
確
定

に
は
細
菌
分
離
培
養
が
必
須
で
、
キ
ャ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
で
は
微
好
気
性
菌
な
の
で
特
殊
な
嫌

気
性
培
養
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
Ｏ-

１
５
７
等
の
腸
管
出
血
性
大
腸

菌
感
染
症
で
は
腹
部
エ
コ
ー
で
著
明
な
腸
管
浮

腫
、
腹
水
の
出
現
も
あ
り
、
診
断
の
手
助
け
に

な
り
ま
す
。
治
療
は
適
切
な
安
静
、
水
分
、
電

解
質
補
充
と
抗
菌
薬
投
与
で
す
。
こ
こ
で
注
意

す
べ
き
は
Ｏ-
１
５
７
感
染
症
な
ど
で
は
止
痢

剤
や
強
力
な
抗
菌
剤
投
与
は
ベ
ロ
毒
素
放
出
を

誘
導
し
、
溶
血
性
尿
毒
症
合
併
の
リ
ス
ク
が
増

す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
す
。
激
烈
な
腹
痛
、

下
痢
も
可
能
な
限
り
菌
排
出
に
は
必
要
な
生
体

反
応
な
の
で
、
症
状
緩
和
を
優
先
す
べ
き
か
ど

う
か
常
に
板
挟
み
と
な
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
悩
ま
し
い
の
は
菌
消
失
確
認
で

す
。
登
園
、
登
校
再
開
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

考
え
方
は
主
要
症
状
が
一
定
日
数
消
失
す
れ
ば

「
可
」
な
の
で
す
が
、
学
校
や
園
側
に
病
原
体

検
査
で
の
消
失
確
認
を
求
め
ら
れ
て
繰
り
返
し

行
う
例
が
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。

　

小
児
の
感
染
性
胃
腸
炎
の
流
行
時
期
に
紛
れ

込
ん
で
き
て
痛
い
目
に
あ
う
可
能
性
が
あ
る
の

が
、
手
術
や
整
復
処
置
を
要
す
る
急
性
虫
垂
炎

と
腸
重
積
で
す
。

　

特
に
乳
幼
児
の
腸
重
積
で
は
肉
眼
的
血
便
が

は
っ
き
り
し
な
い
例
も
あ
り
、
疑
っ
て
腹
部
の

診
察
を
繰
り
返
す
か
、
被ひ

曝ば
く

を
避
け
る
た
め
に

腹
部
Ｘ
線
写
真
や
腹
部
Ｃ
Ｔ
よ
り
腹
部
エ
コ
ー

を
繰
り
返
す
か
し
か
早
期
に
診
断
を
つ
け
ら
れ

な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
穿
孔
し
て
見
つ
か
り

や
す
い
小
児
の
急
性
虫
垂
炎
は
血
液
検
査
の
白

血
球
増
多
だ
け
で
は
診
断
困
難
で
す
。
疑
っ
て

丁
寧
な
触
診
や
腹
部
エ
コ
ー
を
繰
り
返
す
こ
と

が
現
実
的
で
す
。

　

両
疾
患
と
も
診
断
が
遅
れ
る
と
開
腹
術
を
実

施
し
て
も
最
悪
、
穿
孔
性
腹
膜
炎
の
合
併
、
敗

血
症
、
播は

種し
ゅ

性せ
い

血
管
内
凝
固
症
候
群
（
Ｄ
Ｉ

Ｃ
）、
多
臓
器
不
全
へ
進
行
し
、
命
を
危
険
に

さ
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
疾
患

を
常
に
念
頭
に
置
い
て
お
く
こ
と
が
悲
劇
を
防

ぐ
う
え
で
最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

乳
児
嘔
吐
下
痢
症
か
ら

ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
へ

細
菌
性
腸
炎

大分県立病院
（大分県）
院長

井上 敏郎 感染性胃腸炎

　
　 

感
染
性
胃
腸
炎
の
流
行
と

　
　 

急
性
虫
垂
炎
、
腸
重
積
の
発
症
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医
師
と
し
て

―
―
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
は

　

父
は
市
立
病
院
で
院
長
を
し
て
い
ま
し
た

が
、短
歌
誌
の
主
宰
も
し
て
お
り
、全
国
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
短
歌
の
添
削
に
明
け
暮
れ
る

姿
を
見
て
育
ち
、
白
衣
姿
を
見
た
の
は
数
え

る
ほ
ど
で
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ
り
私
は
高

校
２
年
ま
で
は
完
全
に
文
系
で
し
た
が
、
母

か
ら
医
師
に
な
っ
て
く
れ
と
懇
願
さ
れ
て
方

向
転
換
し
ま
し
た
。

　

久
留
米
大
学
医
学
部
の
大
学
院
で
は
生
化

学
を
専
攻
し
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
ベ
イ
ラ
ー

医
科
大
学
と
徳
島
大
学
医
学
部
に
留
学
後
、

消
化
器
内
科
で
肝
・
胆
・
膵
疾
患
な
ど
の
検

査
・
臨
床
を
学
び
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
に
佐
賀
市
内
で
消
化
器
内
科
医

院
を
開
業
し
ま
し
た
が
、
３
年
前
に
長
男
に

譲
り
、
佐
賀
支
部
の
医
療
顧
問
（
医
科
）
と

な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

―
―
診
療
の
中
で
印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

入
局
２
年
目
に
出
向
先
の
病
院
で
私
が
１

人
で
当
直
を
し
て
い
た
と
き
、
妊
娠
９
か
月

の
妊
婦
さ
ん
が
腹
痛
で
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

採
血
を
す
る
と
高
度
の
乳
糜び

血
清
で
検
査
不

能
で
し
た
が
、
尿
中
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
が
物
凄
く

上
昇
し
て
い
ま
し
た
。
よ
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、

大
き
く
な
っ
た
子
宮
に
膵
臓
が
圧
迫
さ
れ
て

急
性
膵
炎
を
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
妊

婦
の
急
性
膵
炎
は
日
本
で
８
例
目
と
い
う
稀

な
症
例
で
し
た
。
母
子
共
に
死
亡
率
が
25
％

か
ら
40
％
と
高
く
、
一
時
は
「
母
体
よ
り
も

胎
児
を
優
先
す
る
」
と
い
う
方
針
を
決
め
る

ほ
ど
重
症
で
し
た
が
、
懸
命
な
治
療
に
よ
り

母
子
共
に
無
事
に
退
院
で
き
、
翌
年
の
１
歳

の
誕
生
日
に
招
待
さ
れ
た
こ
と
が
と
て
も
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

―
―
好
き
な
言
葉
や
ポ
リ
シ
ー
は

　

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
の
学
祖
で
あ
る
高

木
兼
寛
先
生
の
「
病
気
を
診
ず
し
て
病
人
を

診
よ
」
と
い
う
言
葉
が
今
で
も
一
番
好
き
で

す
。

　

も
う
一
つ
、
尊
敬
す
る
先
輩
か
ら
「
デ
ー

タ
医
者
に
な
る
な
」
と
教
わ
り
ま
し
た
。

デ
ー
タ
は
、
あ
く
ま
で
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
も
の
で
、
ま
ず
は
自
分
で
聞
い
て
・
診
て
・

触
っ
て
・
考
え
る
。
そ
の
上
で
デ
ー
タ
で
判

断
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
肝
性
脳
症
の
患
者
さ
ん
の
ア
ン
モ

ニ
ア
臭
は
、
対
面
で
あ
れ
ば
す
ぐ
に
分
か
り

ま
す
が
、
軽
症
の
場
合
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

で
は
ま
ず
診
断
不
可
能
で
す
。
や
は
り
患
者

さ
ん
を
目
の
前
で
観
察
す
る
こ
と
が
一
番
重

要
で
す
。

審
査
委
員
長
と
し
て

―
―
審
査
委
員
に
な
っ
て
感
じ
た
こ
と
は

　

そ
れ
ま
で
は
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く
よ
う
な

仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
自

分
が
審
査
委
員
に
な
っ
て
み
る
と
、
療
養
担

当
規
則
や
関
係
法
令
に
無
知
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
国
民
皆
保
険
を
堅
持
す
る

た
め
に
は
、
保
険
診
療
の
意
義
や
役
割
に
つ

い
て
、
医
師
免
許
取
得
前
の
学
生
に
授
業
で

教
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
―
佐
賀
支
部
の
特
徴
や
、
審
査
委
員
長
と

し
て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　

医
療
機
関
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
非
常
に
少

な
い
の
が
、
佐
賀
支
部
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
は
前
々
審
査
委
員
長
が
、
査
定
の
原
則

を
ク
リ
ア
カ
ッ
ト
に
整
理
さ
れ
、
そ
れ
が
県

内
に
浸
透
し
、
今
日
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

佐
賀
県
の
審
査
は
日
本
で
一
番
厳
し
い
と

言
わ
れ
た
り
も
し
ま
す
が
、
査
定
の
理
由
を

明
確
に
示
し
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
か
ら
の

信
頼
は
厚
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

審
査
を
す
る
側
の
姿
勢
が
し
っ
か
り
と
し

て
い
な
い
と
、
医
療
機
関
側
に
連
鎖
反
応
が

起
き
て
、
究
極
的
に
は
「
医
師
の
裁
量
権
」

と
対
峙
し
て
、
審
査
が
骨
抜
き
に
な
り
か
ね

支
払
基
金
職
員
の
ス
キ
ルア
ッ
プ
を
推
進

国
民
皆
保
険
の
堅
持
を
支
え
る

二
宮 

冬
彦　
佐
賀
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

　審査委員長に伺いました。
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ま
せ
ん
。
そ
の
せ
め
ぎ
合
い
が
悩
ま
し
い
わ

け
で
す
が
、
大
切
な
点
で
す
。

　

た
だ
し
審
査
の
対
象
は
レ
セ
プ
ト
な
の
で
、

生
き
て
い
る
患
者
さ
ん
へ
の
医
療
そ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
「
限
界
」
は
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
前
提
に
「
原
則
」
を
大
切
に
し

て
審
査
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

医
療
機
関
に
こ
ま
め
に
連
絡
し
て
、
査
定

の
理
由
等
を
き
ち
ん
と
説
明
を
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
原
審
査
に
お
け
る
査
定
理
由
と

再
審
査
に
お
け
る
原
審
ど
お
り
理
由
の
記
載

の
促
進
は
、
佐
賀
支
部
は
他
県
に
率
先
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
の
記
載
率
は
、

ほ
ぼ
１
０
０
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
業
し
て
間
も
な
い
と
知
識
不
足
な
ど
か

ら
返
戻
や
査
定
が
多
く
発
生
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
時
に
、
保

険
診
療
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
連
絡
書
で

事
細
か
く
説
明
す
る
こ
と
を
、
粘
り
強
く
何

度
か
繰
り
返
し
た
ら
、
返
戻
や
査
定
、
ま
た
、

医
療
機
関
か
ら
の
再
審
査
請
求
が
ぴ
た
り
と

止
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
適
正
な
レ
セ
プ
ト
へ
改
善
い
た
だ

い
た
時
が
一
番
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
査
定
や
原
審
ど
お
り
の
理
由
の

記
載
に
当
た
っ
て
は
、
徹
底
的
に
調
べ
ま
す
。

例
え
ば
、
亜
鉛
欠
乏
症
と
い
う
病
名
を
つ
け

て
、
多
く
の
外
来
患
者
に
亜
鉛
を
検
査
し
て

い
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
レ
セ
プ
ト

１
枚
だ
け
み
る
と
査
定
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
患
者
数
が
と
て
も
多
い
。
そ
こ

で
亜
鉛
の
吸
収
率
、
半
減
期
や
食
物
中
の
含

有
量
、
食
事
療
法
の
有
効
性
な
ど
を
調
べ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
根
拠
を

集
め
て
、
査
定
等
の
理
由
を
記
載
し
た
り
説

明
し
た
り
す
れ
ば
、
す
ん
な
り
と
進
み
ま
す
。

　

保
険
者
か
ら
は
、
関
連
学
会
か
ら
公
表
さ

れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
通
り
で
は
な
い
と

い
っ
た
理
由
に
よ
る
再
審
査
請
求
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
は
諸
学
会
の
有
識
者
に
よ
る

一
定
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。
代
替

薬
も
な
く
患
者
救
命
に
は
こ
れ
し
か
な
い
と

い
っ
た
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
し
た
ら
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
一
致
し
な
く
て
も
認
め
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
む
と
、

医
療
費
を
支
え
る
人
は
ま
す
ま
す
減
り
、
利

用
者
は
増
え
ま
す
。
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
よ
う
な

高
額
医
薬
品
が
今
後
も
増
え
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
将
来
を
見
据
え
た
国
民
皆
保
険
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
も
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

―
―
Ａ
Ｉ
の
活
用
や
支
部
間
差
異
の
解
消
に

つ
い
て

　

Ａ
Ｉ
の
活
用
は
大
切
で
す
が
、
レ
セ
プ
ト

の
病
名
と
、
薬
や
検
査
な
ど
の
診
療
内
容
に

齟
齬
が
な
け
れ
ば
査
定
対
象
に
し
な
い
、
あ

る
い
は
逆
に
一
律
に
査
定
対
象
と
す
る
、
と

い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
な
ど
を
う
ま
く
活
用
し

つ
つ
、
い
か
に
患
者
さ
ん
に
実
際
に
「
手
を

当
て
て
み
た
」
診
療
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を

考
え
な
が
ら
審
査
を
す
る
こ
と
が
、
今
後
よ

り
一
層
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

支
部
間
差
異
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
一
気

に
全
国
で
解
消
す
る
の
は
大
変
な
の
で
、
ま
ず

は
九
州
な
ら
九
州
の
各
県
が
集
ま
っ
て
協
議

し
、
そ
の
後
、
全
国
で
統
一
す
る
と
い
っ
た

段
階
を
踏
む
こ
と
が
必
要
だ
と
ず
っ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
昨
年
３
月
の
審
査
事
務
集
約

化
計
画
工
程
表
で
は
「
診
療
科
別
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
て
検
討
す
る
方
針

が
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
差
異
解
消
は
小
規
模
の
支
部
も
納
得
で

き
る
よ
う
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
佐
賀
支
部
は
、
職
員
教
育
を
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
ね

　

審
査
支
払
は
支
払
基
金
の
仕
事
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
に
追
わ
れ
る
支
部
に
は
し
た
く
な

い
、
と
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
研
修
は
重
視
し
て

い
ま
す
。

　

職
員
の
最
大
の
弱
点
は
、
臨
床
を
知
ら
な

い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
肝
生
検
は
何
点
と
覚

え
て
い
て
も
、
実
際
に
ど
ん
な
器
具
を
使
っ

て
、
ど
う
や
っ
て
採
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

で
も
、
写
真
等
で
具
体
的
に
見
せ
て
あ
げ
る

と
理
解
が
深
ま
る
と
思
う
ん
で
す
。
佐
賀
支

部
で
は
職
員
が
臨
床
を
知
る
機
会
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

こ
の
試
み
は
好
評
で
、協
会
け
ん
ぽ
か
ら
も

依
頼
さ
れ
、
何
度
か
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

の
際
に
、
再
審
査
請
求
の
と
き
に
念
頭
に
置

い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
例
え
ば
薬
に
関
し

て
通
常
よ
り
も
長
期
に
わ
た
っ
て
投
与
が
必

要
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

―
―
趣
味
や
好
き
な
こ
と

　

以
前
は
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
開

業
や
腰
を
痛
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
や
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
寺
に
高
校
３
年
間

下
宿
し
た
か
ら
か
、
神
社
へ
続
く
静
か
な
参

道
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
の
は
好
き
で
す
し
、
体

調
の
良
い
時
は
佐
賀
県
に
点
在
す
る
日
本
有

数
の
杉
の
巨
木
を
訪
ね
る
の
も
楽
し
み
で
す
。

ま
た
精
密
機
械
が
好
き
で
、
手
巻
き
や
自

動
巻
き
時
計
の
動
く
仕
組
み
に
興
味
が
あ
り
、

見
て
い
る
と
先
人
達
の
知
恵
に
は
驚
か
さ
れ

ま
す
。
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療養に要する費用の額の算定方法に基づき別に定める患者に係る取扱い事例❶ DPC

　本事例については、医療資源を最も投入した傷病名として「U071　COVID-19」が選択され、診断群分類
点数表により算定されています。厚生労働省告示、記載要領通知及び事務連絡より、医療資源を最も投入し
た傷病名として当該傷病名を選択した患者については、医科点数表により算定し、診療報酬明細書の摘要欄に
「U07.1」と記載することとなりますのでご留意ください。

基礎 知識 今回は①「療養に要する費用の額の算定方法に基づき別に定める患者に係る取扱い（DPC）」②「同月内にお
ける初診料と婦人科特定疾患治療管理料の算定について」を掲載します。
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【告示　令和2年3月23日付け厚生労働省告示第82号】（抜粋）

三　厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要

する費用の額の算定方法別表19の診断群分類点数表の
番号3979又は3980に該当するもののうち、厚生労働大

臣が定める傷病名、手術、処置等及び定義副傷病名（平

成20年厚生労働省告示第95号）の表に規定する傷病名

U071に該当する患者。

　別表19の診断群分類点数表（抜粋）

　厚生労働大臣が定める傷病名、手術、処置等及び定義副傷病名（抜粋）

【通知　令和2年3月27日付け厚生労働省通知保医発0327号第1号】（抜粋）

別添2
　Ⅱ　診療報酬明細書（様式第10）の記載要領
　　2　明細書の記載要領に関する事項

⒁　その他について
⑬　厚生労働大臣が指定する病院の病棟における
療養に要する費用の額の算定方法（平成20年厚

生労働省告示第93号）第一項第五号の規定に基づき厚

生労働大臣が定める者（平成20年厚生労働省告示第140

号）第三項により、医療資源を最も投入した傷病名が
U07.1に該当し医科点数表に基づき算定する場合、出来

高明細書の「摘要」欄に「U07.1」と記載すること。

【令和2年3月31日付け厚生労働省保険局医療課事務連絡】（抜粋）

（別添2）
　医科診療報酬点数表関係（DPC）
　　3　診断群分類区分の適用の考え方について
　　　　【「医療資源を最も投入した傷病名」について】

問3-1-9　医療資源を最も投入した傷病名として「U07.1　COVID-19」を選択した患者については、どのよう
な算定となるか。

（答）　医科点数表により算定する。診療報酬明細書の摘要欄に「U07.1」と記載すること。

支払基金ホームページでは、過去に掲載した「保険請求の基礎知識」の事例をご覧いただけます。
　トップページ → 診療報酬の審査 → 保険請求の基礎知識

　本取扱いについては、令和2年3月23日付け厚生労働省告示第82号「厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要

する費用の額の算定方法第一項第五号の規定に基づき厚生労働大臣が別に定める者の一部を改正する件」、令和2年3月27日付

け厚生労働省通知保医発0327号第1号「「診療報酬請求書等の記載要領等について」等の一部改正について」及び令和2年3月31

日付け厚生労働省保険局医療課事務連絡「疑義解釈資料の送付について（その1）」において、次のとおり記載されています。

保険請求の基礎 知識
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同月内における初診料と婦人科特定疾患治療管理料の算定について事例❷ 医科

【告示　令和2年3月5日付け厚生労働省告示第57号】

別表第一（抜粋）
　医科診療報酬点数表
　　第2章　特掲診療料

第1部　医学管理等
B001　特定疾患治療管理料
30 婦人科特定疾患治療管理料　250点
注1　別に厚生労働大臣が定める施設基準に適
合しているものとして地方厚生局長等に届
け出た保険医療機関において、入院中の患
者以外の器質性月経困難症の患者であっ

て、ホルモン剤（器質性月経困難症に対して投与
されたものに限る。）を投与している患者に対して、
婦人科又は産婦人科を担当する医師が、患者の同
意を得て、計画的な医学管理を継続して行い、か
つ、療養上必要な指導を行った場合に、3月に1回
に限り算定する。
2　区分番号Ａ000に掲げる初診料を算定する初診の
日に行った指導又は当該初診の日の同月内に行っ
た指導の費用は、初診料に含まれるものとする。

　本事例については、同月内において初診料と婦人科特定疾患治療管理料を算定していますが、令和2年3月5
日付け厚生労働省告示第57号に「区分番号Ａ000に掲げる初診料を算定する初診の日に行った指導又は当該初
診の日の同月内に行った指導の費用は、初診料に含まれる」旨示されていることから、当該管理料は算定でき
ませんのでご留意ください。
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第１回　受付・事務点検ＡＳＰとは
　保険医療機関・保険薬局がオンンライン請求時に支払基金の事務点検プログラムを利用して、患者氏名
の記録漏れなど事務的な誤りがあるレセプトを事前に確認でき、速やかな修正を可能とするサービスです。
　これにより、保険医療機関・保険薬局では、エラーを速やかに訂正し、当月のうちに訂正したレセ
プトを提出することができるようになり、支払基金としても業務処理の効率化が図られます。
　また、支払基金では、エラーとなったレセプトのうち、資格関係のエラーについて、Web上でレ
セプトデータを訂正することができる機能を提供しています。

オンライン請求の詳細については、支払基金ホームページに掲載している「保険医療機関・
保険薬局に係るオンライン請求 」をご覧ください。 
支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/） 
トップページ → 診療報酬の請求支払 → オンライン請求 → 保険医療機関・保険薬局に係るオンライン請求

※受付・事務点検ＡＳＰ機能によりエラーとなるレセプトは、事務的な記載誤りなどにより支払基金から返戻となるものが該当します。

オンライン請求センタ

受付・事務点検ＡＳＰについて

医療事務電算処理センタ医療機関・薬局

受付・事務点検処理
結果情報取得5

データ送信1

正当分のみ請求確定6

エラー分の調査・
エラー分の訂正8

エラー分訂正後
データの再送信9

受付・事務点検処理
結果情報取得13 受付・事務点検処理

結果情報

再送信データの受信

受付・事務点検処理
結果情報

データ受信

12

10

4

2

請求確定14 請求確定分の受付

受付・事務点検
処理の実施

正当分の受付・
エラー分の破棄

受付・事務点検
処理の実施

15

11

7

3

レセコン Webサーバ レセ電サーバオンライン
接続用パソコン

一定の期間
（原則12日まで）、
再送信が可能

電子レセプト
データ ネットワーク

IP-VPN
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第一公費負担医療の受給者番号に誤った受給者番号が
記録された場合に発生するエラーの修正方法について

　受付・事務点検ASPチェックでエラーとなったレセプトで、エラーの内容が「第一公費負担医療
の受給者番号に誤った受給者番号が記録された事例」及び「コメントの文字データに外字が記録され
た事例」について、エラーとなった原因と修正方法を説明します。

記録した内容に誤りがあることから、医療券等に記載されている7桁の受給者番号を確
認の上、修正する必要があります。

事例❶

受付・事務点検ASP結果リストのイメージ

出力紙レセプト（抜粋）

電子レセプトの受付データ（抜粋）

●解説
　第一公費負担医療の受給者番号の項目に記録された受給者番号の入力不備等により、当該番号末尾
の検証番号が検証結果と異なることからエラーが発生しています。
●修正方法
　医療券等に記載されている7桁の受給者番号を確認の上、正しい受給者番号に修正します。
●備考
　同様のエラーは各種公費受給者番号で発生する可能性があります。

患者氏名
生年月日

エラー
コード エラー又は確認事項 診療

識別 事項名

●●　●●
昭和６０．３．●● 4152 第一公費受給者番号末尾の検証番号が検証結果と

不一致です。受給者番号を確認してください。 １２１２１２１

：注目ポイント

：検証番号

KO,12XXXXXX,1212121,,1,463,,,,,,

1 2 x x x x x x 1  2  1  2  1  2  1

（１）法別番号、都道府県番号及び保険者別番号の
各数に末尾の桁を起点として順次2と1を乗
じる。

（２）（１）で算出した積の和を求める。ただし、積
が2桁となる場合は、1桁目と2桁目の数字の
和とする。

（３）10と（２）で算出した数字の下1桁の数との
差を求める。これを検証番号とする。ただし、
1の位の数が0のときは検証番号を0とする。

（昭和51年８月７日保発第45号・庁保発第34号）

法別番号

0 6

0 6

2 1

都道府県番号

1 3

2 1

2 0+4+（1＋6）
10- 2 = 8 ……検証番号

←起点

3

保険者（市町村）別番号

4 ⑧

1

0

2 2

+ + + =22+

（昭和51年８月７日保発第45号・庁保発第34号）

例

ポイント

【参考】検証番号の算出方法（保険者番号の場合）

※　公費負担医療の受給者番号の検証番号の算出方法も同様です。
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コメントの文字データに外字が記録された場合に発生するエラーの
修正方法について

コメントの文字データにおいて、医薬品名称の一部に環境依存文字である「㎎」を記録し
ていることから、該当箇所を全角文字で「ｍ」と「ｇ」（ｍｇ）に修正する必要があります。

CO,99,1,830100204,ロキソプロフェンＮａテープ１００㎎　

事例❷

受付・事務点検ASP結果リストのイメージ

出力紙レセプト（抜粋）

電子レセプトの受付データ（抜粋）

●解説
　電子レセプトに記録できる文字は「規定文字※」として定められた文字のみとなります。
　ただし、規定文字のうち「外字」は文字データとして電子レセプトに記録ができませんので、「外字」
を含む電子レセプトは医療機関等で修正が必要となります。
　「外字」として記録の多い文字は「㎎」「㎏」「①」「⑴」「Ⅰ」等があります。
　※「オンライン又は光ディスク等による請求に係る標準仕様」の第２　具体的事項において定められている文字

●修正方法
　該当する外字を電子レセプトにおいて記録できる文字に修正します。
　　例：「㎎」を「ｍ」と「ｇ」に修正
●備考
　外字に関するエラーが発生する可能性が高い項目は次のとおりです。

　各種コメント、用法特別指示、重症度等、
　症状詳記、治験概要、リハビリ、廃用症候群の評価表　等

患者氏名
生年月日

エラー
コード エラー又は確認事項 診療

識別 事項名

●●　●●
昭和６０．３．●● 3390 コメントの文字データに外字が含まれています。 99 湿布薬の１日用量又は投与日数（薬剤等・処方箋

料）；ロキソプロフェンＮａテープ１００？

：外字の「㎎」が「?」と表示される

：注目ポイント

ポイント

：外字の「㎎」が「 　」と表示される〼
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　感染症法が定める一類感染症、二類感染症、新型インフルエンザ等感染症、新感染症の患者について、都道府
県知事等は勧告・措置により指定医療機関に原則、入院させます。
　この入院医療について、一類感染症、二類感染症、新型インフルエンザ等感染症は医療保険優先の公費負担が
行われます。新感染症についての医療費は、全額公費負担（公費優先）です。
　また、医師は感染症と診断した場合、ただちに保健所に届け出ます。
　なお、結核医療の取扱いについては別に定められています（月刊基金2021年１月号参照）。

感染症の入院医療

勧告による入院医療（法第37条）

　感染症と診断された患者のうち、感染症のまん延を防止する必要がある場合、都道府県知事等により入院勧告
が行われます（勧告に従わない場合は、入院措置が行われます）。

⑴一類感染症等は保険優先の公費医療
　一類感染症、二類感染症、新型インフルエンザ等感染症は入院医療費全体が公費対象で（保険優先）、一部負
担金等や食事の標準負担額が公費で補てんされます（所得税額により自己負担あり）。

⑵新感染症は全額公費負担（公費優先）
　新感染症の医療費は全額公費負担で（公費優先）、医療保険は適用されません（所得税額により自己負担あり）。

⑶指定感染症は政令で指定
　現在感染症法に位置付けられていない感染症について、感染症法上の措置を講ずる必要がある場合には、指定
感染症として、具体的な感染症名や公費医療を含めた取り扱いが、個別に政令で定められます。指定される期間
は、１年以内の政令で定める期間です。

2 法別番号　28  感染症／ 29  新感染症

公費負担医療制度のしくみ

一類感染症
原則入院、建物等への措置・通行制限等・消毒等の措置／エボラ出血熱、クリミア・コ
ンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱

二類感染症
状況に応じて入院、消毒等の措置／急性灰白髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群

（SARSコロナウイルスに限る）、結核、中東呼吸器症候群（MERSコロナウイルスに限
る）、鳥インフルエンザ（H5N1・H7N9）

新型インフルエンザ等感染症 状況に応じて入院、消毒等の措置／新型インフルエンザ、再興型インフルエンザ

新感染症 原則入院（一類に準じた措置）／現在、該当疾病なし

指定感染症
すでに知られている感染症の疾病（一類感染症、二類感染症、三類感染症、新型インフ
ルエンザ等感染症を除く）であって、指定された感染症
※１年以内の期間を定めて、公費医療を含めた感染症法の取扱いを個別に準用

公費に優先する医療保険の給付（70％または80％） 公費
（30％または20％）

公費（100％）

◆公費医療の対象となる感染症
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●一類感染症で、一般の健康保険の加入者（３割負担）の場合、かつ、高額療養費が現物給付された例
です。

事例

　新型コロナウイルス感染症は、指定感染症として定められています。この指定により、感染症法で定めら
れている入院の勧告・措置などが行われます。

◆入院の勧告・措置の対象

① 65歳以上の者
② 呼吸器疾患を有する者
③ �②のほか、腎臓疾患、心臓疾患、血管疾患、糖尿病、高血圧症、肥満その他の事由により臓器等の

機能が低下しているおそれがあると認められる者
④ �臓器の移植、免疫抑制剤、抗がん剤等の使用その他の事由により免疫の機能が低下しているおそれ

があると認められる者
⑤ 妊婦
⑥ 現に新型コロナウイルス感染症の症状を呈する者であって、当該症状が重度又は中等度であるもの
⑦ �①から⑥までのほか、新型コロナウイルス感染症の症状等を総合的に勘案して医師が入院させる必

要があると認める者
⑧ �①から⑦までのほか、都道府県知事が新型コロナウイルス感染症のまん延を防止するため入院させ

る必要があると認める者
⑨ ①から⑧までのほか、感染症のまん延を防止するため必要な事項を守ることに同意しない者

　医療費は、公費対象です（保険優先）。医療機関は、患者負担分を都道府県等に請求します。指定医療機
関で受診するのが原則ですが、指定医療機関外での受診も認められており同様に扱われます。
　なお、新型コロナウイルス感染症は、令和４年１月31日まで指定感染症として指定期間が延長されてい
ます。

新型コロナウイルス感染症　　法別番号　28

500,000

350,000 医療保険

医療保険

公費対象
×0.7

×0.3
150,000

50,000

公費負担

公費負担限度額
（80,100円＋（500,000円−267,000円）×0.01）

67,570

82,430

※月刊基金発行時の情報をもとに作成しています。

高額療養費

月刊基金 February 202119



おたずねに
答えて

毎年、確定申告の時期に支払基金へ多く寄せられる「支払調書」関係の問合せについて紹介します。

AQ
支払調書（機械様式第370号）関係

　毎月の当座口振込通知書を基に作成しており、1月診療分から12月診療分、つまり3

月支払分から2月支払分までの1年分の合計で作成しています。

Q1 支払調書は何を基に作成されているのでしょうか。

A1

　保険医療機関等の所在する都道府県の支払基金支部から、2月25日に発送予定です。

Q2 発送日はいつ頃でしょうか。

A2

　保険医療機関等の住所に送付します。
　なお、保険医療機関等の廃止に伴い送付先の住所を変更している場合は、保険医療
機関等が所在する都道府県の支払基金支部へご連絡ください。

Q3 送付先はどこでしょうか。

A3

　「支払金額」欄には全ての診療報酬の合計金額を表示しており、摘要の「内本人分」

「内家族分」は医療保険のみの診療報酬の合計金額を表示しているため、医療保険以外

（生活保護や自治体医療等）の請求がある場合には一致しません。

Q4 「支払金額」欄と摘要の「内本人分」「内家族分」欄の合計金額が一
致しないのはなぜでしょうか。

A4

　高齢受給者に係る点数等は「内本人分」に含まれ、未就学者（6歳未満）に係る点

数等は「内家族分」に含まれますので、医療保険の負担割合が混在する場合や高額療

養費が発生する場合は点数から金額を算出することはできません。

Q5 摘要の「内本人分」「内家族分」欄の点数から金額を算出できるのでしょ
うか。

A5

20月刊基金 February 2021



　可能です。
　支払基金ホームページの様式集に掲載している「再発行依頼書」に必要事項を記入
のうえ、保険医療機関等が所在する都道府県の支払基金支部へ送付してください。

Q8 再発行は可能でしょうか。

A8

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/） 
トップページ → 様式集 → 医療機関・薬局の方 → 7.再発行依頼書

　把握できません。

　支払調書は支払基金から保険医療機関等に支払った診療報酬の合計であり、保険医

療機関等において徴収した窓口負担額は含まれていません。

　また、Ｑ4及びＱ5の回答のとおり、摘要の「内本人分」「内家族分」は医療保険の

みの診療報酬の合計であることから、記載されている点数から年間収入額は算出でき

ません。

Q6 支払調書の記載内容から保険医療機関等の窓口徴収額を含めた年間収
入額は把握できるのでしょうか。

A6

　支払調書の「支払金額」は、「特定健診・特定保健指導費」、「出産育児一時金等」及
び「電子証明書発行・更新料」に係る金額を除くため、当座口振込通知書の「差引振
込額」12か月分の合計金額とは一致しません。
　支払調書の「支払金額」は、当座口振込通知書の「診療報酬支払確定額」欄の12か
月分の合計金額※と一致します。
　なお、当該項目を確認の結果、一致しない場合は保険医療機関等の所在する都道府
県の支払基金支部へお問い合わせください。
※　1月診療分（3月支払）～ 12月診療分（2月支払）

Q7 支払調書の「支払金額」と当座口振込通知書の「差引振込額」12か月
分の合計金額が一致しないのはなぜでしょうか。

A7

支払調書の見方については、支払基金ホームページに掲載しています。

トップページ → 医療機関・薬局の方 → 支払調書 → 増減点連絡書
・各種通知書の見方

月刊基金 February 202121



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
及
び
偏
見
・
差
別
防
止
を
図
る
た
め
、

官
民
が
一
丸
と
な
っ
た
対
話
型
情
報
発

信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
#
広
が
れ
あ
り
が

と
う
の
輪
」
が
12
月
４
日
に
始
ま
っ
た
。

「
感
染
予
防
の
重
要
性
」
や
「
感
謝
の

想
い
」
を
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
#
広
が

れ
あ
り
が
と
う
の
輪
」
を
用
い
て
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
発
信
す
る
こ
と
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

　

厚
労
省
の
健
康
・
医
療
・
介
護
情
報

　

厚
労
・
財
務
両
大
臣
と
内
閣
官
房
長

官
は
12
月
17
日
、
令
和
３
年
度
薬
価
改

定
に
つ
い
て
合
意
し
た
。

　

改
定
の
対
象
範
囲
は
、
国
民
負
担
軽

減
の
観
点
か
ら
で
き
る
限
り
広
く
す
る

こ
と
を
念
頭
に
、
令
和
２
年
薬
価
調
査

の
平
均
乖
離
率
８
％
の
０
・
５
倍
〜
０
・

75
倍
の
中
間
で
あ
る
０
・
６
２
５
倍
（
乖

離
率
５
％
）
を
超
え
る
価
格
乖
離
の
大

き
な
品
目
を
対
象
と
す
る
。
一
方
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
を
考
慮
し
、
薬
価
の
削
減
幅
を
０
・

８
％
分
緩
和
す
る
。

　

厚
労
・
財
務
両
大
臣
の
折
衝
が
12
月

17
日
に
行
わ
れ
、
令
和
３
年
度
介
護

報
酬
改
定
の
全
体
の
改
定
率
を
＋
０
・

70
％
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
の
特

例
的
な
評
価
＋
０
・
05
％
（
本
年
９
月

末
ま
で
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
同
23
日
に
は
社
会
保
障
審
議
会

介
護
給
付
費
分
科
会
が
改
定
内
容
に
関

す
る
審
議
報
告
を
ま
と
め
た
。

　　

厚
労
省
は
12
月
20
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
等
の
申
込
状
況
（
同
日
時
点
）
を

公
表
し
た
。
申
込
数
は
４
万
６
３
１
８

施
設
で
、
全
国
の
医
療
機
関
・
薬
局
22

万
８
２
８
０
施
設
の
20
・
３
％
。
内
訳

は
病
院
27
・
７
％
、
医
科
診
療
所
13
・

６
％
、
歯
科
診
療
所
16
・
２
％
、
薬
局

34
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
医
師
会
な
ど
医
療
関
係
９
団
体

は
12
月
21
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
急
激
な

感
染
拡
大
を
踏
ま
え
て
、「
医
療
緊
急

事
態
宣
言
」
を
発
表
し
た
。
宣
言
で
は
、

①
国
や
地
方
自
治
体
に
国
民
へ
の
啓
発

並
び
に
医
療
現
場
の
支
援
の
た
め
の
適

切
な
施
策
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
②

国
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
地

域
の
医
療
及
び
介
護
提
供
体
制
を
何
と

し
て
も
守
り
抜
く
と
宣
言
。
③
国
民
に

引
き
続
き
徹
底
し
た
感
染
防
止
対
策
を

利
活
用
検
討
会
は
12
月
９
日
、「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
集
中
改
革
プ
ラ
ン
等
の
主
な

論
点
と
検
討
の
方
向
性
」
を
大
筋
で
了

承
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
令
和
４
年
夏
か
ら
医
療
機
関

等
が
確
認
で
き
る
情
報
に
、
①
過
去
に

受
診
し
た
医
療
機
関
名
②
診
療
年
月
日

③
手
術
（
移
植
・
輸
血
含
む
）
④
放
射

線
治
療
⑤
画
像
診
断
⑥
病
理
診
断
⑦
処

置
の
う
ち
透
析
⑧
特
定
の
傷
病
に
対
す

る
長
期
・
継
続
的
な
療
養
管
理
が
確
認

で
き
る
医
学
管
理
等
・
在
宅
療
養
指
導

管
理
料
を
追
加
す
る
。

　

政
府
は
12
月
15
日
、
全
世
代
型
社
会

保
障
検
討
会
議
の
最
終
報
告
を
閣
議
決

定
し
た
。「
少
子
化
対
策
」
と
「
医
療
」

が
２
本
柱
で
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費

の
窓
口
負
担
を
２
割
に
引
き
上
げ
る
対

象
は
、
課
税
所
得
が
28
万
円
以
上
（
所

得
上
位
30
％
）
及
び
年
収
２
０
０
万
円

以
上
（
単
身
世
帯
の
場
合
。
複
数
世
帯

の
場
合
は
、
後
期
高
齢
者
の
年
収
合
計

が
３
２
０
万
円
以
上
）
に
限
定
し
、
実

施
は
令
和
４
年
度
後
半
か
ら
と
す
る
こ

と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

MONTHLY
N O T E

マンスリーノート

医療保険等の動き

 12      1
December January

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
確
認
で
き
る
情
報
を
拡
充

12
月
9
日

【
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
】

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
２
割
負
担
は

令
和
４
年
度
後
半
か
ら
実
施

12
月

15
日【
全
世
代
型
社
会
保
障
】

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等
の
申
込
は

全
医
療
機
関
等
の
２
割
に

12
月

20
日
【
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
】

令
和
３
年
度
薬
価
改
定
に
つ
い
て

３
大
臣
が
合
意
、コ
ロ
ナ
も
考
慮

12
月

17
日

【
薬
価
改
定
】

令
和
３
年
度
の
改
定
率
は

大
臣
折
衝
で
＋
０・70
％
に
決
定

【
介
護
報
酬
改
定
】

12
月

17
日

感
染
拡
大
、偏
見・差
別
防
止
に
向
け

官
民
一
丸
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

12
月
4
日

【
新
型
コ
ロ
ナ
】

医
療
関
係
９
団
体
が

「
医
療
緊
急
事
態
宣
言
」

12
月

21
日

【
新
型
コ
ロ
ナ
】
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伴
う
病
床
逼
迫
を
受
け
て
、
退
院
患
者

の
介
護
施
設
に
お
け
る
適
切
な
受
け
入

れ
促
進
を
図
る
た
め
の
留
意
点
等
を
提

示
し
て
い
る
。

　

支
払
基
金
は
１
月
４
日
、
令
和
２
年

10
月
診
療
分
の
確
定
件
数
・
確
定
金
額

を
公
表
し
た
。
確
定
件
数
は
総
計
９
４

３
４
万
件
で
対
前
年
同
月
伸
び
率
は
▲

０
・
８
％
（
医
療
保
険
分
▲
０
・
８
％
、

各
法
分
▲
０
・
４
％
）。
減
少
幅
は
前

月
の
▲
７
・
８
％
か
ら
７
・
０
ポ
イ
ン

ト
縮
小
し
た
。
一
方
、
確
定
金
額
は

総
計
１
兆
１
２
３
８
億
円
で
同
＋
３
・

３
％
（
医
療
保
険
分
＋
３
・
７
％
、
各

法
分
＋
１
・
７
％
）
と
な
っ
た
。

　

厚
労
省
は
１
月
６
日
、
被
保
護
者
調

査
（
令
和
２
年
10
月
分
概
数
）
の
結
果

を
公
表
し
た
。
10
月
の
医
療
扶
助
の
人

員
は
１
７
１
万
６
５
５
９
人
で
、
前
月

よ
り
１
万
２
１
３
人
増
加
。
４
月
以
降

で
は
最
多
に
な
っ
た
。

診
歴
の
な
い
患
者
の
場
合
の
取
扱
い
④

事
前
ト
リ
ア
ー
ジ
⑤
処
方
薬
等
の
制
限

の
５
項
目
。

　

日
本
看
護
協
会
は
12
月
22
日
、「
看

護
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
に
関
す
る
実
態
調
査
」
結
果
を

公
表
し
た
。
昨
年
９
月
の
調
査
で
、
感

染
症
指
定
医
療
機
関
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
重
点
医
療
機
関
・
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
疑
い
患
者
受

入
協
力
医
療
機
関
の
３
つ
に
該
当
す
る

医
療
機
関
で
は
21
・
３
％
で
看
護
職
の

離
職
が
あ
っ
た
。
該
当
し
な
い
医
療
機

関
の
11
・
３
％
の
約
２
倍
に
の
ぼ
る
。

　

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
は

12
月
23
日
付
で
「
議
論
の
整
理
」
を
ま

と
め
た
。

　

①
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
割
合
の

在
り
方
②
傷
病
手
当
金
の
見
直
し
③
不

妊
治
療
の
保
険
適
用
④
育
児
休
業
中
の

保
険
料
免
除
⑤
「
現
役
並
み
所
得
」
の

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

政
府
は
12
月
21
日
、
令
和
３
年
度
予

算
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
厚
労
省
予
算

案
は
33
兆
１
３
８
０
億
円
を
計
上
。
大

部
分
を
占
め
る
社
会
保
障
関
係
費
は
32

兆
７
９
２
８
億
円
、
対
前
年
度
比
で
１

６
０
９
億
円
（
０
・
５
％
）
増
と
な
っ

た
。
た
だ
し
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

る
医
療
費
の
国
庫
負
担
分
の
減
を
▲
２

０
０
０
億
円
程
度
見
込
ん
で
い
る
た
め
、

実
質
的
な
伸
び
は
３
５
０
０
億
円
程
度

に
な
る
。

　

厚
労
省
は
12
月
21
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
の
適
切
な
実
施
に
関
す
る
指
針
の

見
直
し
に
関
す
る
検
討
会
に
、
初
診
か

ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
恒
久
化
に
向

け
た
工
程
表
を
示
し
た
。
改
定
内
容
を

６
月
ま
で
に
ま
と
め
、
秋
を
目
途
に
指

針
を
改
定
す
る
予
定
。

　

主
な
検
討
事
項
は
、
①
事
前
説
明
及

び
同
意
②
研
修
の
充
実
と
必
須
化
③
受

判
断
基
準
の
見
直
し
⑥
薬
剤
自
己
負
担

の
引
上
げ
⑦
大
病
院
へ
の
患
者
集
中
を

防
ぎ
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
強
化
を
図

る
た
め
の
定
額
負
担
の
拡
大
な
ど
に
つ

い
て
改
革
の
姿
を
示
し
て
い
る
。

　

厚
労
省
の
審
査
支
払
機
能
の
在
り
方

に
関
す
る
検
討
会
は
12
月
24
日
に
第
５

回
会
合
を
開
催
。
厚
労
省
は
、
支
払
基

金
と
国
保
連
の
シ
ス
テ
ム
の
整
合
的
か

つ
効
率
的
な
在
り
方
の
実
現
に
向
け
た

工
程
表
の
年
度
内
の
策
定
に
向
け
て

「
た
た
き
台
」
を
提
出
し
た
。

　

ま
た
訪
問
看
護
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化

に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
１
月
（
令
和

４
年
12
月
診
療
分
）
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
を
開
始
す
る
予
定
で
調
整
中
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

厚
労
省
は
12
月
25
日
、
事
務
連
絡

「
退
院
患
者
の
介
護
施
設
に
お
け
る
適

切
な
受
入
等
に
つ
い
て
」
を
発
出
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

感
染
症
指
定
医
療
機
関
等
の

約
２
割
で
看
護
職
が
離
職

12
月

22
日

【
新
型
コ
ロ
ナ
】

初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

恒
久
化
に
向
け
た
工
程
表
を
提
示

12
月

21
日
【
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
】

医
療
保
険
部
会
が「
議
論
の
整
理
」

今
後
の
改
革
の
姿
を
提
示

12
月
23
日

【
医
療
保
険
】

10
月
診
療
分
の
確
定
件
数
は

▲
０・８
％
で
減
少
幅
が
縮
小

1
月
4
日

【
支
払
基
金
】

支
払
基
金
と
国
保
連
の
シ
ス
テ
ム
の

整
合
性・効
率
性
の
実
現
に
向
け
検
討

12
月
24
日

【
審
査
支
払
】

退
院
患
者
の
介
護
施
設
に
お
け
る

適
切
な
受
入
等
を
求
め
事
務
連
絡

12
月

25
日

【
新
型
コ
ロ
ナ
】

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
医
療
費
の

国
庫
負
担
は
▲
２
０
０
０
億
円
減

12
月

21
日

【
来
年
度
予
算
案
】

10
月
の
医
療
扶
助
の
人
員
は

４
月
以
降
で
は
最
多
に

1
月
6
日

【
生
活
保
護
】
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　診療（調剤）報酬明細書の「摘要」欄への記載事項等については、令和2年3月27日付け厚生労働省通知保
医発0327第1号「「診療報酬請求書等の記載要領等について」等の一部改正について」において定められてい
ます。電子レセプトによる請求の場合、別表Ⅰの「レセプト電算処理システム用コード」欄にコードが記載さ
れた項目については、令和2年10月診療（調剤）分以降、厚生労働大臣が定める事項、方式及び規格に基づき、
該当するコードを選択することとされていますのでご留意ください。
　なお、フリーコメントコードによる記載等、該当するコードが選択されていない場合は、記載要領通知に係
る不備により、受付・事務点検ＡＳＰ（※）の対象となります。
　令和2年10月診療分以降の請求において、受付・事務点検ＡＳＰによるエラーが多く発生している事例は、
次の事例となりますので、特にご留意願います。　

※　オンライン請求を行う保険医療機関等が、支払基金の事務点検プログラムを利用して、事務的な誤りがあるレセプトを事前
に確認でき、速やかな修正を可能とするサービスです。

 【電子レセプト】
   �記載事項等において誤りの多い
事例について（お知らせ）

月刊基金令和2年8月号20ページに「【電子レセプト】記載事項等の記載方法のお知らせ」を掲載していま
すので、併せてご確認をお願いします。

患者氏名
生年月日

エラー
コード エラー又は確認事項 診療

識別 事項名

○○　○○○
昭和58．2．10 4411

選択式コメント（記載要領別表１「レセプト電算処理
システム用コード」欄のコメントコード等）の記録が
必要な適用コードが記載されていますが、対応するコ
メントコード等が記録されていません

13 傷病手当金意見書交付料　100×1

該当のレセプト電算処理システム用コードではなくフリーコメントコード（810000001）を使用するとエラー
が発生します。
【受付・事務点検ASP結果リスト】

【療養費同意書交付料】
　上記の「傷病手当金意見書交付料」と同じく、フリーコメントコード（810000001）を使用するとエラー
が発生しますのでご留意ください。
●レセプト電算処理システム用コード
　「同意書又は診断書に記載した病名（療養費同意書交付料）；＊＊＊＊＊＊」（830100083）
　「交付年月日（療養費同意書交付料）；（元号）ｙｙ”年”ｍｍ”月”ｄｄ”日”」（850100090）

【傷病手当金意見書交付料】
　電子レセプトにより請求を行う場合、レセプト電算処理システム用コードの「交付年月日（傷病手当金意
見書交付料）；（元号）ｙｙ”年”ｍｍ”月”ｄｄ”日”」（850100089）を選択し、交付年月日を記録します。

正しい記録方法

 【該当のレセプト電算処理システム用コードを用いた場合の表示】
 交付年月日（傷病手当金意見書交付料）；令和2年10月19日

24月刊基金 February 2021



information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

12月 1 日    令和2年9月診療分の件数が対前年同月伸び率で7.8％減少　～確定金額は0.1％増加～
     11月定例記者会見を開催
12月21日    理事長に神田裕二氏が再任
12月22日    12月定例記者会見を開催
12月25日    令和3年度における審査支払業務の平均手数料は、令和2年度と同額の59.90円／件に

議　題
　１　議事
　　⑴　役員の選任（案）
　　⑵　社会保険診療報酬支払基金高齢者医療制度関係及び

病床転換助成事業関係等業務方法書の一部変更（案）

　２　報告事項

　　⑴　公益代表役員選任の認可　　
　　⑵　令和2年3月末現在における診療報酬等収支整理

不能額の処理

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）新着状況（抜粋）

12月  1日 支部情報（各支部ページ）において「お知らせ」「診療報酬確定状況」「管掌別診療報酬等確定状況」を更新
  統計情報に確定状況及び収納状況（令和2年9月診療分）を追加
  統計月報（令和2年9月診療分）を掲載
  令和2年度診療報酬関連通知及び新型コロナウイルスに関するお知らせを更新
12月  3日 未コード化傷病名コードで記録した傷病名に係る対応コードについて資料を掲載
12月  4日 保険者の異動について（2020年11月分）を掲載
12月  7日 被保険者証に記載された「枝番」における電子レセプトの記録方法に係るお知らせを掲載
  基本マスター（医科診療行為及び歯科診療行為）を更新
  医科電子点数表テーブルおよび歯科電子点数表テーブルを更新
  レセプト電算処理システムマスターファイル仕様説明書を更新
12月10日 基本マスター（医薬品）を更新
12月16日 基本マスター（医科診療行為、歯科診療行為及び調剤行為）の更新
  医科電子点数表テーブルおよび歯科電子点数表テーブルを更新
12月17日 基本マスター（特定器材）を更新
12月21日 令和2年9月審査分の審査状況を掲載
12月22日 コンピュータチェックに関する試行的公開の更新
12月23日 「オンライン又は光ディスク等による請求に係る標準仕様（医科用）（令和2年4月版）」を更新
  レセ電通信（医科・DPC）を掲載
12月25日 保険者との契約状況を更新

12月理事会は12月21日に開催され、議題は次のとおりでした。

⑶　支部総合監査結果報告（令和2年8月～ 10月実
施分）

 　３　定例報告

　　⑴　令和2年10月審査分の審査状況
　　⑵　令和2年12月審査分の特別審査委員会取扱状況
　　⑶　令和2年11月理事会議事録の公表

 　４　その他

　　令和2年12月期末手当及び勤勉手当

お 知 ら せ

　「支払基金が受託している医療費助成事業」、「支払基金における審査状況」および「診療報酬等確定状況と諸率の推移」
については、支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）でご覧ください。

支払基金における審査状況　トップページ → 統計情報 → 審査統計

診療報酬等確定状況と諸率の推移　トップページ → 統計情報 → 確定状況

支払基金が受託している医療費助成事業　トップページ → 事業内容 → 医療費助成事業関係業務 → 支払基金が受託している医療費助成事業



月刊基金2021年2月 定  価 250 円
（税・送料込）

発行日／令和 3 年 2 月 10 日
発　行／社会保険診療報酬支払基金　東京都港区新橋 2-1-3　03（3591）7441   https://www.ssk.or.jp/

社会保険診療報酬支払基金 本部 経営企画部 広報室 広報課
TEL：03-3591-7441　9時〜 17時30分（土、日、祝日、年末年始を除く）

メールアドレスの登録は次のいずれかの方法によりお願いします。
登録方法は、支払基金ホームページでもご案内しています。
支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）トップページ→広報誌・メルマガ→「支払基金メールマガジン」のご案内

保険者等
（保険者団体を含む）へ

配信している情報
　レセプトデータおよび請求
関係帳票データがオンライン
請求システムからダウンロー
ド可能になったという情報

空メールによる登録方法 Web上の登録ページからの登録方法 
メールの宛先を右の２次元バーコードから読
み込み、空メールを送信します。
または、宛先欄に次のアドレスを直接入力し、
空メールを送信します。
空メールの送信先：toroku@mail.ssk.or.jp

アクセス先を右の２次元バーコードから読み
込み、ブラウザよりWebページにアクセス
し、登録するメールアドレスを入力します。
返信メールに記載されている登録フォームへ
アクセスし、必要な項目をご入力ください。

医療機関等
（診療担当者団体を含む）へ

配信している情報
　返戻レセプトデータ、増減点
連絡書データおよび振込額明細
データ等がオンライン請求シス
テムからダウンロード可能にな
ったという情報

　ドメイン指定受信等を設定されている場
合、返信メールが届かない場合がありま
す。

「ssk@mail.ssk.or.jp」からのメールを受信できる
ように設定する必要があります。

　配信されているメールに掲載されている 
「登録内容の変更」でメールアドレスの
変更はできません。

お手数ですが、現在登録しているアドレスを配信
停止手続き後に、変更後のアドレスを新規登録願
います。　

　メールマガジンに掲載のリンク先は、支
払基金ホームページ（https://www.ssk.
or.jp/）へ移行するよう設定しているた

め安全です。
（※診療報酬情報提供サービスについては、厚生労働省が運用する
ホームページ（http://www.iryohoken.go.jp/）をご案内しています。）

　登録された情報は厳正に管理し、IP制限
や、二要素認証機能などのアクセス制御
機能を付加することにより、不正アクセ

スを遮断し、情報漏えいのリスクから守っていま
す。　

保険者・医療機関等共通の配信情報
①オンライン請求システム等に障害が発生
した場合の緊急連絡
②電子レセプトの記録条件仕様、レセ電の
基本マスターおよび電子点数表が更新さ
れたという情報
③厚生労働省から連絡文書（疑義解釈、保
険適用等）が発出されたという情報

登録方法

Q&A（よくあるお問い合わせ）

支払基金メールマガジンに
関するお問い合わせ先

支払基金メールマガジンでは以下の情報をインターネットメールで提供しています。

A1

A3

A2

A4

支払基金

支払基金メールマガジンのご案内 もう登録は
お済みですか？

Q2
登録しているメールアドレスを
変更できますか。

Q4
メールマガジンに掲載してある
リンク先は安全ですか。Q3

登録するメールアドレス等の
情報漏えいが心配です。

Q1
登録メールを
送信したのですが、
返信メールが届きません。
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